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    4。 殺 虫剤 の生物試瞼 にかんす る研究(第12報)
             BH・C粉 剤 の イ エ バ エ 成 虫 を 落 下 仰 轄 せ し
                        め る 効 力1こ つ い て
                      長  沢  純  夫
        Studies on the Biological Assay of lns㏄ticides・(XII)
On the Knock Down Effect of the BHC Powder to the Adult of the
              Common Housefly(M,tsca domestica L.)
                        S〃mio Nagasawa
                        (Takei Laboratory)
   In order to evaluate the e宜ectiv6ness of BHC powder, the writer made
abiological assay by the modified settlin竃tower method of Nagasawa and
and Takano i4、 using the adult of the common housefly(Mttsαa domestica
L.),and ana. lysed the data from the statisccF-physiological point of view.
Both the time-knock down regression isodoses and the. concentration-knock
down regression isochrons which is computed theoretically prove very well
the assumption of the. linear transformation of dosa ge--response curve
developed by Blissi・2・3・5、. The relation between tjme and concentration
is in good fit with the e(iuation of Ostwald l6), Cnt ・= le. The two median
knock down time-・concentration regression lines, one computed from the
(T-YK)σcurves and the other from(C-Yκ)T curves, coincide with each
other approximately。 The equation of these two regression lines are
Co・147t=10.51 and Co・140t =10.38 respectively. The relation among log
time(t), log concentration(c)and knock own percentage in terms of pro-
bits(yic) is represented by the equation yド=-2.68664+-7.52198t+1.10098c
and y鳶謁 一2.88927+7.77659+1.09243c, the former is computed from(T-Yκ)c
curveS and the latter from the(C-一}7κ)r curves respectively, and the
equation of these two regression Iines coincide with each other approx-
imately. The two median knock down time-concentration regressi
lines derived from these two equations are Co●143t==10.52 and Co'141t二=10.34,
the parameters being nearly equal to those given above. Based on the
above mentioned facts, the writer concluded that this modified settling
tower method is also suitable to evaluate the effectiveness of BHC powder
as well aE the eff㏄tiveness of DDT powder.
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                I 緒    言
 多 方面にわた る殺虫殺菌 剤粉体の有効度 を生物学的に検 定す るために,多 くの 人々は撒粉
降下装 置(settling tower apParatusま たはsettling dust chamber)を 種 々改良 して利用
して いるが,(た とえばLBugler&Nelson7), Swingle et al.18、, Heuberger&Turner.10),
Turnerl9・20・21), McCallanl2)な ど),筆 者14)も さきにDDT粉 剤の有効度 を検 定す る目的
でCampbell 11)のturn table装 置の ガ ラスシ ヴング ーを,と りはつ してその まx撒 粉降
下装 置 とし,こ のな か で イエパエがDDTの 毒性 に墓因 して落下仰韓 す るrl寺開 を有効度判定
の指 標 として実験 をお こな い,き わめて満 足すべ き結果 をえた.今 回 こ ムにのべ ようとす る
ところは,全 く同 一の装 置 方法がBHC粉 剤の有効度検 定に慮用 できるか否 かを しろう とし
て実 験 を計 画 し,施 行 した結果 を,統 計生理学 の 見地 か ら分析検討 した もので ある.
 本 文 には いるに さきだ ち,終 始御懇 篤な る御指導 と御 援助 をたまわつ た大 野稔博士,な ら
び に実験 の助 力 と数 値 の計 算 に 織力せ られ た 吉信翠嬢 に 深甚 の謝 意 を表 す るとともに,γ 一
BHCを 分譲せ られ た大 岩俊彦農学士 と, Insecticide Grade Pyrophiliteを 途・付せ られ た
C.Tennant, Sons&Co., New Yorkに た いしてあつ く鳴謝 する次第 であ る.
               II 実 験 材 料
 (1)供 試藥剤.7-BHC(mp,112-112.5。)を所要の濃度すな わち0.5,1,2お よび4%の
粉剤 に調 製 す るた め憺体 として,米 國 のCarolina Pyrophylite Co.に お いて精製せ られ た
Grendon, N. C.産 のpyrophyliteを え らび,benzolを 溶 剤 としてcoating法 をとつ た.す
な わち所要量 のBHCを 精 製 したbenzo1に 充分 とか し,こ れe= Tylerの 標準 鯖325 me3h
を通過 したpyrophyliteを 所要 量投入 し,室 温においてbenzo1を 揮 発せ しめたのち,ふ た
たび磨砕 して325 meshの 諦 を完全 に通過せ しめ,は じめて実験 に供 した.
 (2)供 試 昆虫.羽 化後4～5旧 をへ た健全な る イエバエMusca doinestica L.を もちい
たが,こ の飼脊環境條件 はすべてさきに長沢 ・漆葉13)によつ てのべ られたところとおなじで
ある.
              1皿 実 験 装 置 と 方 法
 実験装置方法 ともまた長沢 ・高野14)によつて記された ところと大体おなじである.な おこ
の実験は昭和25年7月10日 より30日にいたる期闇に淵度約30。C内 外の環境條件下で おこな
つた.
               IV 実 験 結 果
 γ一BHC 4濃 度粉剤の処理時闇(T)と 致落下仰韓虫数率(Yκ)と の関係を表示すると第1表
のごとくで夢る・なお・BHCの 毒性に基因して器底に落下仰縛 した個体は, BHCに おいて
                   (33)
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き わ め て 特 ε獅 勺に み られ る廻 轄  Table 1・Per cent cumulative frequency tables yκ(%)
                  of knock down times T(min.)with the Z'一BHC powder性 錯 翫
テ伏態 を 呈 し ・ 一 度 こ う し  of various concentrations C(%).
た繍 こ紡 り た{辮 は・ふ ・・ncen・a…n,…  1・ ・12・ ・ …
たた傭 生することな
.≦一様に 粛mber…xp・ 薦 三1石 「 ラ1・71'"nv『 『 『
灘 蔽 犠灘 瞥 ゆ 哩1哩劉 篇 隔L2∵ 篇6-'
ても・殺 虫剤 と して の{雌4捌   i6 ・.97483 i 6.・4・ ・.・z
勧 やま る疑 れ はあま りな い   1… 63・5.・16・7・23 1・3..56
もの・かんがえ・れる.ま 騰Time. 7'ほ1翻ll:la翻ll:ll
                                               
体 とし てもちいたpy・ ・phylit・   24・99・ ・39・521・ ・…1・ ・…
の みでは数 時闇後 も奈 く落 下仰       1 32  100'OO 100・OO 100・OO i 100・OO
榑す る個体が み られ なかつ た.
               V 考 察 と 結 論
 (1)時 間一致落 下仰蒋虫数奪等濃度(T 一 IYκ)σ 曲線.
 致死時 醐に よつて あ らわ され る生物 体の抵抗 性 は,時 闘の対数軸 にだ い して 泥規 に分布 す
る という假論 は,か な りひろい範 囲において現 在す でにみ とめ られ て い ると ころであ る.致
落 下仰縛時 闇を もつ てす る イエ パエの場合 にも,同 様 この対 数 の法 則が成立 す る ことはさき
に長 沢 ・高 野14)が 報 告 した.本 実 験結 果ecも ・また この法則 が適用 され る ことを予測 して,ま
つ第1表 の時 間 丁 を対 数t,致 落下仰蒋 虫数率yκ をBlissの プ ・ビツ ト 飯ac変 換 し
て,そ の回帰 方程式    .yiC=5+be(t-ie)
をもとめ*,あ わせ てこれ にたいす るZ2試 験 をお こな つた結 果 を しめす と,第2表 の ご と く
    Table 2. Characteristics of the time-knock down regression isodoses in the
     range of concentration ofγ一BHC powder C from O.5 to 4D%, an'd the X2
     test for comparing observations with the computed curve.   s
騰 …瀦 §二襯 鰍 綴 瀞1ガ 畿瀞 糟
C(%)・ ゐ…     t・ …T・(mi・・)2  1〃  Pr
l:1;課 幡 接 i:釜認:ll:巽 鼎 l l:1雛                      ト
  2.・ 7.435391α ・3449 α98・961a59 3.3299・ 2 ・.・9・・プ
  4・・ 7・・86231 …3358 ・93・3・ 8・54 ・65・・9 3:…6964
  芸 プロビジト軍位に変換 亡た落下仰韓虫数奉 ビ時間の対数ごの関係をモ,ごめるにあって,便 宜 ヒ
   薬量一致死傘曲線の計覚方法を適用 色,そ れによってもざめられた数値を基礎に 乙て以後の考
   察をおこなっているが,こ れは嚴密:こは正 乙い方法でない.1時 間一・致死牽曲線の計算方法によ
  ,る のが正当であ る.
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で ある.こSでtcは 中央 値 で致落下f耶韓虫数庫 分布ll自線 の モー ドの値 の対数,そ の逆 対数
値Tc=10g '" iteは 中央 致落下仰縛時 闇, beは 致落下仰 輻能率,す な わち もとむ る剛 帯直線
の角係数 で,そ の逆数1/b,=ocは 変換 され た抵 抗性 の正規 分布曲線の標準偏差 で ある.
なおこの関係を       Time(T)血in
図示したのが第  4  6 8  12 16  24
1図 で ある.   8        ら ロ
Z・試験に葡 る δ  v-BHC・P。wd・r       ◎99
Prの値がしめ 蚤・     ・   ぎ
        2                           90 xす撫ζ・きわめlt 6             9
てたかい勉 も ●;             善
つて欽魏 燕     一… ・ 1
欝 実1:饗   1
体 濃 度Cと は    O.6 0.7 08 0.9 10 1.1 12  1.3 14                  
Time in logarithms(!)無 関 係
に ほ ぼ 一    .   .           . 『          Flg.1. Time--knock down regression lsodoses in the range of
様 の 値 を し め し      concentration of T・・B)HC powder C from O.5 to 4つg6.
て い る(!.f一 均 値7。52388).こ のbcの 不 変 性 を な お く  Table 8・X2 test of discrepancy in
わしくBliss・の方灘 よつて灘 影靹 幽 味した 難 鑑o言、C罐識慧 瀦
結 果 は 第3表 の ご と くで,す べ てX2<3.841と な り    「e9「ession isodoses・(De9「ee
                           of freedom, n・=1).
聯撫 畿 馨接灘 繊鰹黎箏囲内 璽 列 婬                                
 (2)濃 度 一致 落 下 仰 轄 虫 数 率 等 時 間(C-yK)丁    位5-1 [ O・00420<3.841                           
曲線      1:1二1■羅欄
 前 飾 にお い てえ た時間 一致落 下仰 輻虫数庫 等濃度    1_2 1 0.11063<3.841
の関係か ら,さ らに濃 礎一致落下仰縛 虫 数率篭 時聞    1・-4 1 0・04828<3・841
(C。YN)。 醐 、・購 的 、。も、め え 、れ る4と 聡 2『410'00975<3'841
易にうなづけるところである.第2表 の濃度Cの 対数cを 横軸 にとり,致 落下仰韓虫数率
Yκ にたいす るYL・をとつて(c-y議 曲帰線をえが くと第2図 にしめす様な項行直線群が
えられ る.
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         Fig.2. Concentration-knock down regression isochrons
          in the range of time T from 6 to 16 minutes.
計 算 に よつ て も と め たC Al・ら濃 度 一致 落 下 仰 韓 虫 数 率 等il芋問 回 帰 線
                   ツiC・==5十b`(c-i,)
の 中 央 値Ct,中 央 致 落 下 仰 轄 濃 度Ct=Iog-ict,致落 下 仰 韓 能 …率b・,抵 抗 性 の 標 準 偏1差at,
お よ びX2試 験 結 果 を し め す と第4表 の ご と くで あ る. Z2試 験 のPrの 値 は α 一み)a回
帰 紬 硫 け る と 同 様,齢 め て 大 き く,騰 的 に も と め た(6-y轟,》 旨帽 総 りGaddum 8)
Hemmingsen9), Bli3s3、,0'Kane et al16)..ら に よ っ て そ れ ぞ れ 独 立 的 に 解 明 せ られ た 濃 度
一致 死 率 等 時 聞(C-PM・)丁 曲 線 一 …欠変 換 の 原 理 を,そ の まsこ の 致 落 下 仰 轄 璽 数 牽 の 場 合
に 適 用 し て よ い こ と が わ か る.こNに お い て も と め たb`の 位 も ま た α 一み)e回 帰 線 に お け
るbcと 同 様 ぼ ぼ 一 定 の 値 を し め し て い る(ls均 値1.05554).な お くわ し く統 計 学 的 の 吟 昧
   Table 4. Characteristics of the concentration・-knock do.wn regression isochrons
     in the range of time T from 6 to 16 minutes and the X2 test for comparing
     observations with the computed curve.T 麟継 艦 鰻 躍 翫r∴ 畿瀞 糟
  T                ・     tlon  .    tlcn      i               I ,
 (rTNin・)  be  I ・e    Ct   Ct(%) 1  ・ I n I (Pr)
  6      1.03401     0.96711     1.73494  '  54.33     1.18590      2      0.56216
  8       1.22648     0.81566     0.76302      5.80     0.79904      2      0.34826
  12       1.03144     0.96993    _0.47520      0.34     0.49999      2      0.80327
  16      0.99532     1.00472   _1.31194      0.05     251970      2      0.28265
                      (36)
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をお こなった結果 は第5表 にしめす ご とくである.   Table 5・X2 test of discrePancy in
                           regression coefficient, be, for a
 (3)時 間一濃度等 致落 下仰 輔虫数率(T-C)Yκ 曲    series of concentration.knock
線.             down「eg「ession isoch「ons・
                           (Degree of freedom,,ド1).
嚇 刊 ∫轍 数耽 刺戟騰 とするロ寺闇の騰'と ・・gτeSS…  
、,
濃度Cと の関係は,さ きにDDT粉 剤の場介について   line
その成立が証明せ られた,OstWald17、 がGammarus   6-R   o・53088<3・841
P、tl,。・d・Geer 1・たいす る海水の致死作・・の研究でえ 1=il'1:ll器1:ll1
た ところの                  8_12  0.87088<3.841
                           8- 16      0.73558〈3.841       αδ'二ん
                           】2 _ 16       0.01826ぐ/3.841                                     、
の式(n,ん は ともなこ常数 で,第2,3,4,5表にしる
したZ2試 験 におけ る自 由]Zn,お よび落下仰韓 を意味す る 々とはこ とな る)が また あて ぽ
まるもの とか んが えて,(T-YK)aお よび(C-YK)丁 両 曲線 の 一一・ij(変換の結果 に もとづ
き訣典 の もつ ともち いさい中央致落下仰韓 虫数郵の えられ る場合 をえ らん でその数値 を計算
して みた.第6表 が それ で第3図 は こぐ)関係 を図示 した もの である.二 者 の数値 はきわめて
よ く一致 して い る.こ れ は抵 抗性 の分布 にかん して,時 悶 と樂 量 との対数値が 完全相関の関
係 にあ り,か つ2変 数 は一次 画数の形 であた え られ ることを証明 するもので あるが ・ こうし
た事実 は すでに 大沢 ・長 沢15),長 沢 ・両 野14)ら に よつ てのべ られ てい るところである・な
お こ ムで濃 度の閾値Coを いれ て
                 (C-Co)η'コ 々
の式 をか んが える必要 性 を分散 分析 法 によつ て検討 してみ ると,そ の結果 は第7表 の ごと く
で二次回帰 項 にか んす る分 散比 は,と もtc 1.7よ りちい さ く,こ の場合,時 間 濃度等致 落下
仰蒋 虫数率 の関係 は・C"・t・・ kの 式 で充分表示 しうるもの と解釈 され る.
 (4)濃 度,時 間,お よび致落 下仰轄虫数率 との関係.
 時 岡一致 落下仰 韓 虫数牽等 濃度回帰線 にお け る角係数 ろ・は,そ の濃度 に関係な く抽 出誤
      Table 6. The relation between log-time and log-cortcentration
         at the 50 per cent knock down.一
    …m ,o「%蟹a'u"'ts…σ2禦 ゐ21 V93、)1yξ 忌、)
  (T-yπ)aIine  t十 〇.14650c=1.02185   0.OOOO126   0.OOOOO32   0.eOOO279
           0r  co●147t=10.51
  (C-yκ)'n line  t十 〇.14003c=1.01602
           0r  Co。140t==10.38     0.0000468     0.OOOOI17     0.0000086
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      Fig.3. The relations:between time and concentration at the 50 per cent
        knock down;white circles and broken line show the result computed from
        the time-knock down regression isodoses, and black eircles and solid line.
        show the resuIt computed from concentration-knock down regressio
        isochrons, the equations of the straight line in origi血al units are
        Co.14Tt==IO.51 and Co'140t=10.38 respeCtiv'ely.
       Table 7. Table of the analysis of variance for testing Iinearity of relation
          between Iog-time and log-concentration for the dat  in Table 2 and 4.
                                                       
・・m・…d…m ・・…nce due・・ 瀦 ぎf脚§撚 譜書含二。 V襯ce
               、R蟹'£e翻 鯉 齪een'幽・ ・…97237…97237564・3447・
   ,      .   Si塗91e curvature frgm straight ・    1   0.0000079 0.0000079  0.46141
(7-yκ)σ11ne 
Elll, the quad「atlc tem■N・.・一・ ・・・…72・ ・・…721・ ・・…
                 T6tal               N!-1・-3 0.0097488    -     一
                 ・潔 惚 艘 艦 盗ee・・ ・ …62・39…62・391・・8・.・65・・
                                             
(・.y。)fr li。。 S'臨 器 誌,黙 茸;鷺ight i・1・ ・・…4・ ・・・…4・ ・537・7
                 Error                N!-3=1 0.0000260 0.0000260  1.00000
                 Total               N!-1=3 0.1062450    __    _
差 の範 囲内 でほぼ一様 の値 を しめす ことは,す でに第1節 にお いてのべ た.ま た第3色ljに お
いてその成立 を証 明 しえたC弩=々 の関係 は,逆 にbcが また抽 出誤差 の範 囲内 で相等 しい
値 をもつ て いる とい うことを うらつげ七い る?と ころ で 濃度一致 死傘等 濃度 回帰 線群 におい
                                      く38)
             幽         .  でヒ 学 研 究 厚斤 報 告 第 二二 '十尋 囚 集
て,そ の角係数 が抽 出誤差 の範 囲内でひ と しい とき,濃 度,時 間 お よび致死率 三者 の聞 には
                           y =(5--bea2)+be?+bcb2x
の式が な りたつ ことをBli: s6)は のべ てい る.こXで ツはprobit軍 位 を もつ て しめ され た
致 死率,Xお よび2は それ ぞれ濃 度お よび時 闇の対 数 をしめ し, bcは 各濃.度一致 死率 回帰線
のbを 綜合 した角係数 で,a2, b2は ともに常数 である.
  筆.者が今回数種 濃度の γLBHC粉 剤 につ いて えた時間一i致落 下仰 轄 虫数率等 濃度 曲線,な
らび に理 論的 に も とめ旋濃度一致落下仰韓 虫数率等時階1曲線 の関 係か らも,こ れ とまつ た く
お な じ数式 をみちび きだす ことは可能 であ る.混 同を.さけ るた めにい ま エでもちいてきた記
号 で,さ きの関係式 をつぎ の ようにか きなお して計算 をすSめ る ことXす る.
                           ツiC=(5-b,a2)+bst+bsb2c
こxで 鋸 はprobit軍 位 をもつて あ らわ した致落下仰蒋虫数率, cお よびtは それ ぞれ濃
度 お よび時間 の対数 をしめ し,bsは 各固帰線 のbを 綜合 した角 係数 であ る.元 來combind b
はbcと しるす    Table 8. The relation ambng log-time,10g.concentration
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するおそれが あるため,こsで はb。 の記号 をもちいてお く.そ してa2お よびb2は とも
に常数 である.… 定の操作 をぽどこして算出した関係式は・第8表 前牛のごとくで両者 とも
よく・ 一・ttしている.な おyiC=5と お くとKD-50の ときの時閥一濃度関係すなわち時聞一濃
度中央致落下仰鱒虫数率の関係がもとめられ るが・第8表 後牛にしめ したこれ らふたっの数
値はともによ く一・致 し,ま た第3飾 において(T-Yκ)cお よび(C-Yκ)Tの2曲 線か ら
もとめた式とよく一一・致 しているといえる.分 散分析法によつて関係式の適合性を槍定 した結
果は第9表 のごとくで・きわめて満足すべきものであることをしめしている.
 (5)有 効成分の物理乃至化学的定量との関係.BHC粉 剤の イエパエ成虫にたいする毒作用
を統計生理学上の見地か ら分析 し,槍 討 した結果,上 述の ごとく濃度,時 闇および致落下仰
韓虫数率三者いつれ の関係においても,そ れぞれ一定の生物学的法則がそこに成立すること
をしつだ.換 言すれば こうした統計学上の数値か ら,逆 に今回筆者のおこなつた生物試鹸が
材料方法 ともにすべて満足すべきものであり,BHC粉 剤有効度の生物学的の一一i定量法 とし
て,今 後 とりあげてしかるべき充分の慣値をもつていると結論 してさしつかえないようであ
る.し かしなが ら,こ ムで注意しなければな らないことは,以 上の ごとくきわめて純粋朕態
にあるBHC粉 剤について生物学的に検定した結果 は,同 一・試料 について・lr・・一ラ・グラソ法
赤外線吸牧 スペク トル法,乃 至凝固点降下法などによる7-BHCの 物理乃一4ミ化学的の分析結
果 とはおそらく完金に一致するもの とおもわれ るのであるが,ひ とたび工業製品粉剤にかん
した場合,生 物学的に γ一BHC相 等濃度として定量され た有効度ぽ,カ な らす しも物堀乃至
化学的方法による有効成分の定量結果 とは,一 ・致 しないであろうということである.複 維に
構成された物質エネルギー系である生物体が,粗 製毒物 の被刺戟体 として しめす反憾現録 は
そのなかに含イゴされ る有効成分のみにタ姻 して発現するものでな く,残 像の諸物質 との連合
作川によることが きわめておwか らてある.BHC粉 剤イ∫効度の生物学的定量法 として是
認せ られた本法が,ど の程度,物 理乃至化学的定量法1τよる有効成分含有量 と一一致するかは
今後にの こされた問題である.
              VI 摘     要
 (1)さ きに長沢 ・高野14)がDDT粉 剤の有効度を,生 物学的に定量する目的をもつ て究明             ∂
したガ ラ 人シ リン グーに よる轍粉降下装 置 とその方法が,BHC粉 剤の有効 度の定量 にその
ま 珂吏川で きるか否か をしろ うとしてひ とつ の笑験 をお こな い,そ の結 果 を統 詩生理'学の 見
地か ら分析検 討 した.
 (2)時 問一致 落下仰 縛∫1緻率等 濃度(T-Yκ)σ,な らび に埋 論的 に もとめた濃度一致 落下仰
縛 虫数i率等 時醐(C-}7κ)f,の 関係 は,両 者 ともBli3sl,2・3,5・ の プ ロ ビッ ト法 に よる投最一抵
抗性 一次変 換の假説 に,き わめてたか い適合度 を もっ て あて は まる.
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 (3)時 聞 一濃 度 致 落 下 仰 轄 虫 数 率 の 関 係 は,Ostwaldの式 に 一 致 し,(T-YK)c曲 線,
お よび(C-YK)r曲 線 よ り も と め た 時 間 一濃 度 中 央 致 落 下 仰 轄 虫 数 傘 回 帰 線 は,そ れ ぞ れ
Co・i47i ・= 10.51,お よびCo'140t.・10.38でそ の 数 値 は ぼ ぼ あ い ひ と し い.
 (4)時 間,濃 度 お よ び 致 落 下 仰 韓 虫 数 率 三 者 の あ い だ の 関 係 式 は,Bliss6)の 方 法 に よ っ
て(T-Yκ)σ 曲 線,な ら び に(C-Yκ)丁 曲 線 よ りそ れ ぞ れ 蝿=-2.68664+7.52198彦+
1.10098cお 一よ びyic ・= -2.8890r+7.77659t+1.09243cとえ られ た.こ れ か ら も と め た 時 聞 一
濃 度 中 央 致 落 下 仰 韓 虫 数 率 回 帰 線 は,そ れ ぞ れCo'143t・=10.52お よびCo・141t=10.34でま え
の 二 式 と ぼ ぼ あ い ひ と し い.
 (5)時 聞,濃 度,致 落 下 仰 輻 虫 数 率 三 者 い つ れ の 関 係 に お い て も,上 述 の ご と くそ の 聞 に
一 定 の 生 物 学 的 法 則 が 成 立 す る こ と は,こ の 方 法 がBHC粉 剤 有 効 度 の 生 物 学 的 定 量 法 と し
て 満 足 す べ き も の で あ る こ と を 意 昧 す る.
 (な お 本 研 究 昭 和25年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 に負 う と こ ろ が 多 い.銘 記 し て 感 謝 の 意 を 表 す
る 次 第 で あ る).
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